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ユ早稻田大學法學部の過去
高　田　早　苗
　早稻田大學法學部の過去の歴史と云つても四十年以上も長い
議月にわ沈る事であるから詳しい事はもとより畳えてゐない。
然しながら私は當初からその事を知つて居るべき關係があるに
相違ないから朧氣ながら記憶をたどつて大要をお話しして見よ
うと思ふ。
　明治十五年に東京專門學校が創立せられた當時に於て、大隈
侯や小野梓先生の考は政治部と法律部を設けるといふ事であつ
セ。その外に理科を置くといふ事もあつたけれども㌔開いて見
ると學生が二三人しか入學せないといふ鐸でぢきに止めてしま
つ沈のである。當時政治経濟學部の先生は私と山田一郎、天野
爲之の爾氏であつた。而して法律部の先生は砂川雄峻、山田喜
之助、岡山蕪吉の三氏であつた。この三氏は私の同窟でもあり
親友でもあり且叉小野梓先生を通して大隈侯に紹介した人であ
る。政治部の先生になった三人は專任として學校を致へたので
あるが、法律部の三人は皆辮護士を兼ねる事になつた。そこで
給料なども政治部の三人は三十圓づ、法律部の三人は十五圓づ
2 早稻田大學法學部の過去
》といふ事であつた。砂川山田といふ様な入達は私の同窟の内
でも頗る學才に富んでゐて内外から囑目されねのである。岡山
君は叉年齢も大部上であつナZが頗る世故にナ～けてゐて且意志の
輩固な立派な人物であつナこ。この三入が協力して東京專門學稜
の法律部、直接に云へぱ今日の專門部法律料の端緒を闘いたの
であるが、暫くする内に岡山君以外の爾君は辮護士の店をはつ
て行くのが頗る困難になつた。それは何の爲であるかと云ふと、
當蒔の幼稚な魁會に於ては學問があり遇ぎるのと、世故に通じ
な過るのと、而して資本が極めで薄弱であつた爲であつたと思
はれる。それ等の理由から砂川君拡止むを得すして大阪に移る
事になつた。爾來同君は大阪に於て辮護士の業を螢み、その温
會の第一人者として非常な成功を牧めたのみならす大阪市政の
爲にも：大いに鑑力し、辮護士會長や市會議長などになつ弛事も
塵1々ある。：後には代議士に當選し泥事もあつナZ。同君は此頃で
は功成り名途げて悠々閑日月を塗つて居られ、而して我が早i稻
田大學の維持員として相鍵らす學園の爲に霊力して居られる。
　以上お話した穣な次第で法學部の端緒が開け、砂川君去つ泥
後に於ても岡山君や山田君は相攣らす熱心に敷鞭をとつて居ら
れたのであるが、数年の後に於てこ》に端なくも學校の位置問
題が起つたのである。郎ち岡山君が主として學校の移輻説を唱
へだす事になb曲田君等も之に和しπといふ次第で、早稻田の
如き片隅に於では到底學校の繁昌すぺき見込がないから、之を
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榊田邊に移さねぱならぬといふ議論でめつた。この議論は言葉
を換へていふと大隈侯の膝下を離れるといふ結果になるので、
私共は大隈侯とこの人々との間に沈つて大いに迷惑したので
ある。然しながら到頭議論が纒らないので岡由君山田君等は學
校を去つて、増島六一郎而大谷木備一郎、元田肇君等と共に紳田
に法律學校を開く事になつた。姥が今賢の中央大學の曇端であ
る。この事件についでは當時色々説をなした者があつ泥。一面
に於℃は之は藩閥政府が大隈侯を苦しめる爲の策であつて、要
するに東京專門學校を破壊する爲の計書でめると見だのであ
る。飽面に於ては之を輩に位置問題と見倣したのであるが、そ
の何れが眞相であつたかは今に至つても分明しないのである。
然しイギリス法律學校と聡し乾今の中央大學の前身に封して政
府殊に當時の司法大臣山田顯義伯等が大いに力瘤を入れた事は
的確なる事實と見て宜敷い。それは兎に角として東京專門學校
の法律部は之が爲に一人残らす講緬を失つてしまつπのであつ
泥。學生があつても敷舗がなければ法律部を潰すより外に仕方
がないのであるが意地から云つてもそれは田家ないのであるo
そこで私は岡山君に就いてr立つ鳥は後を濁さす」といぶ事があ
るから後任の講師を見つけ出す迄は是非留つて貰ひ度いと話し
て承諾を得、岡山君は自分の世話してゐセ澁谷燵爾といぶ法學
士を蓮れて來で二人で澤山な時問を持つて敷へて奥軸泥のであ
る。其間に私は四方を奔走して敷緬を撮したのであるが當時法
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學士と云ふものは曉の星の敷の如くに少いのであつたから、那
之有力な法學士は殆んど獲らすイギソス法學校の方に加澹して
ゐた爲め少からす當惑した。こ》に於て私は止むを得す私の友
人であつ泥關直彦君を頼む事にしたのである。同君は今日に於
ては政界の一老將として頗る名の聞えて居る人であるが學生時
代に於て私の親友であつた。然るに蓮命といふものは妙な事に
なるものであつて、1私が學生時代から小野梓先生を蓮じて大隈
侯の幕下に馳せ参じ沈と同じ標に、關君は大隈侯の政敵伊藤套
の機關であつた東京日々新聞に行く事にな弧その肚長泥る有
名な福地源一郎君の下になつて日々新聞の論説を書く身分とな
つた。かう云ふ次第であるから關看と私とは私交は兎に角とし
て政治的には反劉な地位に立つたのであるけれ’共、段々此方の
事情を話して同君に法律部の重なる法律の講師として敷へて貰
ふ事とし、その他敷名の人を頼んで漸く法律部の敷授を績けて
窮く事になつたのである。然しながら此の如き仕組はさう長く
績くものではない。何とかして專任の講師を探さなければなら
ぬと考へて種々物色した結果、三宅恒癒といふ法學士と俣野時
中の爾君を頼む事になつた。三宅君は三宅雪嶺君の令兄であつ
て法學士中最も先輩の一人であつた。俣野君は司法省のフラン
ス法律學校を中途で田π人である。どちらも氣骨のある面自い
人であつ沈が、三宅君は惜しい事に規則正しく學生を敷へる事
が出察難い人であって常に硬席勝ちでめった。』叉俣野君は李素
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でも覇氣満々たる入であつたが、一杯聞こし召すと稽々粗暴に
なつて、講師として寄宿舎長を蒙ねてゐる時の如きは、一杯氣
鎌の結果學生の門限以外に蹄る着があると暗い庭に立つてゐ
て、木劒だか竹刀だかを持つて殴りつけるといふ次第で到頭爾
君共長くその地位を保つ事が出來なくなつたのである。
　箭に述べ沈穣な法律部の難局も一時の事であつて兎に角一蓮
）講師を揃へる事が出來ナこが、その後我が法學部に敷鞭をとつ
π人々は中々多い事であつナZ。然しその内について殊に記憶ぜ
ねぱなら鳳と思ふ人々は、季田譲衛君、中橋徳五郎君等であら
うと思ふ。中橋君は帝國大學の學生時代から法律部を敷へられ
乾のであつ髭が、この人を連れて來たのは同i郷の先輩であつた
ところの三宅恒徳君であつた様に記憶する。中橋君は随分長い
間法律部の敷師として霊力されたのである。1叉李田譲衛君は中
橋君よりも少し逞れて學校に蘭係され沈が、君は東京大學法學
部の最も優れたる卒業生の一人であつて、ヌ我が法學部の爲に
長い間専心霊力されπのである。君は當然我が法學部の中心人
物となるべき人であつたが、當時の學校は君をして後顧の憂ひ
なく法律部の爲に壷力せしめるだけの待遇をする事が出來なか
つ泥。爲に君も止むを得す大阪に行かれて辮護士となりそ¢方
面に於て大成功を牧められた。君は今衛大阪の辮護士中に於て
最も優れナZる地歩を占めて居られるのである。叉君と早稻田學
園とは前に述ペセ榛な關係であるから、今日に至るまで相憂ら
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す學園の爲に濫されつ、ある。その催我が法學部の爲に、その昔
特に骨を折られた講顛の人々の名前を二三あげて見れぱ、板屋
確太郎、中村忠雄、片田清太郎君等の名前をあげる』事が出來る。
板屋君は早稻田の出身で米國ミシガン大學で法律を修めた人
であり、中村暑もその友人で同じくミシガン大學の拠身であつ
沈oこの爾君は專任講樋として法學部の爲に濫されナεのであ
る。1叉その當時に於て侮に職務を持つて居られながら我が法葎
部を敷へた人々としては、磯部四郎、伊’藤悌次、高橋捨六、江
木衷、三嫡轟之肋、朝倉外茂鐵鷺等の名前をあげる事が出來る。
奥田義人君は中央大學の欄係者であつすこが我が早稻田の爲にも
長い間敷鞭をとられ沈のである。
　以上は早稻田大學の創立以來朋治二十一二年嬢までの事であ
るが、その後に至つて鳩由和夫搏士が我が學校の校長となられ、
然して同君は東京大學の法學部に於て最も古い激授の一人であ
今、大概の怯學士はその糞陶を受⇔たといふ關係上、我が法律
部も大部便宜を得て講簿などを依頼するについても蝕う不自由
を戚じなくなつた。その後になつて私が大學計叢實行の衝にあ
す釣、東京專門學校を早稻田大學とする事となつナこについて、
何より先に激員養戌といふ事をせなければならない爲に、敷名
の留學生を各部から派遣しセのであつた。當時璽澤昌貞書は政
治脛濟學部、金子馬治君は文學部、然して法學部からはその出
身者の一一人だる阪本三郎君を猫逸に滋遷したのであつた。同書
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は踊朝に際して同じく法學部の出身であつ泥池田龍一君を俘つ
て購られ、この爾君が爾i來法學部の爲に少からす盤されにので
ある。然してそれと相前後して鈴木喜三郎、小山温、牧野菊之助
等の諸君が我が法學部の爲に激鞭をとらる、事にな外その内
鈴木小山の二君は司法省の命によつて海外に観察される時に、
我が早稻田大學も多少の慮援をしたといふ關係か転一層深く
法學部の爲にカを致されたのであつた。當時に於ける私の方針
は、東京帝國大學の如き學校の關係者でなく學校を離れて法律
的仕事にあ詫つて居られる人を得度いといふところかち、專ら
司法省裁判灰の方々を紹聰し沈のである。今日に於ても法學部
に司法省關係の諸君が多いのはそれ等の事に原凋すると云つて
も宜敷いのである。拐て』叉次の時代はどうかと云へば』・寺尾、遊
佐・中村萬吉の三氏を學校が洋行をさせてこの人々が我が法學
部の中心となつね今の時代に外ならない。之は現在の情態であ
るから別に詳しく競くの要はないが、然しながら我が法學部が
一つの學部として仙の學部と寸毫も遜色なも學生の敷も高等學
院までも数ふれば二千といふ敷に達する事になつたのは、登く
之等三氏及びその後に洋行して館られ髭諸書が中心と電つて、
脇目も振らす我が法學部の爲に濫さる、爲でゐると云ふても差
支へない。尤も之等比較酌少雛の專任敷授以外に、飽の方面か
ら學問と経験を蒙ね備へちる、諸名家が凍つて敷鞭をと転我
が法學部の爲にカを致さる》幼勢は決して没する事は鵠察ない
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のである。叉中村進午博士の如きは久しきに渉つて法學部に教
鞭をとられたのみならす、法學部長として長い間壷力された。
その功勢は湊して忘るべからざる次第である。
　以上逡べた所が我が早稻田大學法學部の過去の鍵遷の大禮で
ある。前にもお断蔭した如くに私は極めて健忘的であるのみな
らす、加ふるに参考書類もないのであるから、お話しした事は
頗る疎略であるのみならす、事實の違ひもある事であらうと思
ふ。た》私が終に臨んで一言し度い事は、蘭に蓮べ陀如く私は
この早稻田の法學部の爲には随分過去に於て心配したのである
が政治學部や文學部と比較するとその螢達が頗る逞々πる威が
あつた。その理由は中心たるぺき專任講師を久しく得る事が鵠
來なかつたといふのに原因するのであるサれ共、それが往々に
して誤解されて、私が法律科に劃して不熱心であるとか、政治
科を揚げて法律科を抑へるといふ穣に思はれて、頗る迷惑を域
じたのである。叉法律科の爲に骨を折るとすれば無論騰を入れ
ねぱならのが、それが私が干渉する榛に思はれ沈事もないとは
云へぬのである。然しながらこれも殆んど過去の事であつて、
今日に於ては我が法學部に我が學園の出身者たる中心人物を敷
多得る事が出來て、その基礎が確乎不抜となつ托のみならす、
將來に於て大螢展をなすべき見込が充分に表れてゐる事を、私
は衷心よゑ溌ぷのである。云ふまでもなく法學といふものは大
學の根本學科の一である。世界に始めて大學なるものが生れナ～
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時から、西洋に於ては紳學法學及び敷學といふものが根本學科
になつてゐた。さう云ふ次第で法學は最も大切な學科であるの
みなら登、大學フ）歴史に照して見ても値の懸用的學科等に比較
して見れぱ一歩先に完備せねぱならぬものであるから、我が法
學部が、多年にわたる苦心の結果叉多数の敷授講緬のむ々の過
去に於ける御壷力の結果、今日の盛況を示すに至つた事は、我
が學園にとつて深い意昧フ）ある事であ弧萄もこの學園に蘭諫
ある者は深く喜ばねばなら露專である。（大正一四、九、一七〉
